
 

 

西ノ島町インターンシップ支援補助金交付要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、西ノ島町（以下「町」という。）が行う西ノ島町役場内での就業体験（以

下「インターンシップ」という。）の増加を図り、学生の町行政に対する理解を深めてもらう

ため、インターンシップへの参加に要する経費に対し予算の範囲内において支援する西ノ島

町インターンシップ支援補助金の交付について、必要な事項を定めるものとする。 

 

（対象者） 

第２条 インターンシップの対象者は、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する大学

院、大学、短期大学、高等学校及び高等専門学校、専修学校（以下「大学等」という。）の学

生とする。 

 

（受入手続） 

第３条 インターンシップを希望する学生が在籍する大学等は、西ノ島町インターンシップ参

加申込書（様式第１号）を町長に提出するものとする。 

２ 町長は、前項の申込書の提出があったときは、その可否を決定し、西ノ島町インターンシッ

プ受入可否決定通知書（様式第２号）を大学等に通知するものとする。 

３ 前項の規定による受入決定を受けた大学等は、当該学生にその旨を通知するとともに、町

長と西ノ島町インターンシップの取扱いに関する協定書（様式第３号）を締結するものとす

る。 

 

（実習期間等） 

第４条 インターンシップの実習期間は、原則２日以上１０日以内とする。ただし、実習内容に

よっては、この限りではない。 

２ １日の実習時間は、原則として月曜日から金曜日までの午前８時３０分から午後５時１５

分までとし、途中１時間の休憩時間を設けるものとする。ただし、実習内容により実習時間を

短縮することができる。 

 

（実習生の身分及び報酬等） 

第５条 実習を受ける学生（以下「実習生」という。）は、在学する大学等の学生の身分を保有

したまま、インターンシップの実習を受けるものとし、町職員として身分を付与しないもの

とする。 

２ 町は、実習を受ける学生（以下「実習生」という。）に対して、報酬、賃金及び手当その他

の費用を支給しない。 

 



（服務） 

第６条 実習生は、実習時間中は専ら所定の実習に従事し、実習に専念しなければならない。 

２ 実習生は、実習中、町職員が遵守すべき法令、条例等を遵守するとともに、町職員の指揮及

び指示等に従わなければならない。 

３ 実習生は、町の信用を傷つけ、又は不名誉となるような行為をしてはならない。 

４ 実習生は、インターシップで知り得た情報を漏らしてはならない。インターンシップを終

えた後も同様とする。 

５ 実習生は、個人情報の取扱いについて、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) インターンシップで知り得た個人情報をインターンシップの目的以外に使用し、又は第 

三者に引き渡してはならない。また個人情報を使用する場所についても町の指示による

こととする。 

(2) 町の指示又は承諾があるときを除き、インターンシップのために個人情報が記録された

公文書等町の所有する資料を複写し、又は複製してはならない。 

６ 実習生は、病気、事故等によりインターンシップを受けることができないときは、あらかじ

め実習先にその旨を連絡しなければならない。 

 

（誓約） 

第７条 実習生は、前条に規定する服務を遵守するため、インターンシップ開始の日までに誓

約書（様式第４号）を町長に提出しなければならない。 

２ 実習生が在籍する大学等は、前項の誓約書に記載された遵守事項について、指導するもの

とする。 

 

（インターンシップの中止） 

第８条 町長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、インターンシップを中止す

ることができる。 

(1) 実習生が第６条第１項から第５項までの規定及び前条の誓約書の内容に違反する行為

を行ったとき。 

(2) インターンシップを継続することにより実習先の業務に支障が生じたとき又は生じる

恐れがあるとき。 

(3) インターンシップの目的を達成することが困難であると認められるとき。 

２ 町長は、前項の規定によりインターンシップを中止するときは、その旨を実習生の在籍す

る大学等に通知するものとする。 

 

（インターンシップにおける責任等） 

第９条 大学等又は実習生は、インターンシップにおける事故に備えて、傷害保険及び賠償責

任保険に加入し、インターンシップ中に発生した事故に関して自らの責任において対処しな

ければならない。 

２ 実習生が故意または過失により町または第三者に損害を与えた場合は、大学等及び実習生



は、その損害を賠償しなければならない。 

 

(実習内容等の証明) 

第１０条 町長は、大学等からインターンシップの内容等についての証明を求められたときは、

これに応じるものとする。 

 

(報告) 

第１１条 実習生は、インターンシップ終了後、速やかに西ノ島町インターンシップ報告書（様

式第５号）を町長に提出しなければならない。この場合において、大学等で定められた報告書

があるときは、これを添付するものとする。 

 

（インターンシップ参加に対する助成） 

第１２条 町長は、インターンシップに参加する実習生に対して別表の経費を助成することが

できる。 

２ 実習生は、前項の助成を受けようとするときは、西ノ島町インターンシップ補助金申請書

（様式第６号）を町長に申請しなければならない。 

３ 町長は、前項の申請があったときは、内容を審査し、補助金の交付決定を行うときは交付決

定通知書（様式第７号）により通知を行うものとする。 

４ 実習生は、前項の通知があったときは、請求書（様式第８号）を町長へ提出しなければなら

ない。 

５ 町長は、前項の請求書が提出されたときは、すみやかに補助金を支払うものとする。ただ

し、次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付を取り消し、返還を求めることがで

きる。 

 （1）偽りその他不正な手段により補助金の交付を受けたとき。 

 （2）この要綱の規定に違反したとき。 

 

(その他) 

第１３条 この要綱に定めるもののほか、インターンシップに関し必要な事項は、町長が別に

定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和５年９月１４日から施行する。 

 

 

 

 

 

 



別表（第１２条関係） 

補助対象経費 補助内容 補助金額限度額 

交通費 居住地から本町までの公共交通

機関又は高速道路の利用料金を

利用した場合の交通費（領収書等

で確認できるものに限る。） 

 

  

関東以北（関東・東北・北海道地方） 

          ４７，４００円 

中部地方      ３７，８００円 

近畿地方      ２８，３００円 

鳥取県       １４，４００円 

島根県  

松江地区      ９，１００円 

 出雲・雲南地区  １０，３００円 

 大田・邑智地区  １４，９００円 

 浜田地区     １７，８００円 

 益田地区     ２０，７００円 

岡山県       １８，６００円 

広島県       ２７，２００円 

山口県       ３２，９００円 

徳島県       ２８，９００円 

香川県       ２２，９００円 

愛媛県       ３２，１００円 

高知県       ３０，５００円 

九州地方      ３９，６００円 

宿泊費 実習期間中に滞在する町内宿泊

施設を利用する場合の宿泊費（領

収書等で確認できるものに限

る。） 

１泊あたり 9,800円を上限とし、１０泊

までとする。（100円未満の端数は切捨て

とする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


